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１ 環境管理に伴う調査・測定・化学分析        

２ ダイオキシン類に係る濃度計量証明 

３ ビル管理に伴う水質検査･空気環境測定   

４ 水道法第 20 条に基づく水質検査 

５ 土壌汚染対策法に基づく土壌汚染状況調査 

６ 労働衛生管理に伴う作業環境測定 

７ トータルサニテーション管理 

８ 委託試験・研究・開発 
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 農林水産省と水産庁は魚介類、畜産物、農作物中に含まれるダイオキシン類について平成１６年度

実態調査結果をまとめ、公表しました。 

 魚介類については、１４１種３４１検体（魚類２２９検体、貝類３２検体、甲殻類３０検体、その他の水産動植

物５０検体）が調査対象となり、これらの検体のダイオキシン類濃度の単純平均は０．７９ｐｇ－ＴＥＱ／ｇ

で、１１～14 年度調査の濃度単純平均０．９１ｐｇ－ＴＥＱ／ｇ、１５年度調査の濃度単純平均０．７５ｐｇ－ＴＥＱ

／ｇをいずれも下回りました。 

 一方、畜産物と農作物については、８品目７２検体の畜産物（牛乳・乳製品、食肉、鶏卵）と２１品目８６

検体の農作物が調査されましたが、その結果、畜産物のダイオキシン濃度の範囲は０．０００４２～１．４ｐｇ

－ＴＥＱ／ｇ－湿重量、農産物のダイオキシン濃度の範囲は０．００００４６～０．１７ｐｇ－ＴＥＱ／ｇ－湿重量

で、ともに環境省、農水省、厚労省が過去に実施したダイオキシン濃度分析値と同程度とされました。

 なお農林水産省と水産庁ではこの結果について、日本人の魚介類、畜産物、農作物中からのダイオ

キシン類摂取量の総計がダイオキシン類の耐容一日摂取量（ＴＤＩ）の４割程度であるとの結果が厚生

労働省の調査で出ていることと考え合わせ、「問題となる値ではない」との見解を示しています。 

 ダイオキシン類の分析について、当社までお気軽にお問い合わせ下さい。 
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